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費用対効果の高いBP1の方が…
　私は20年ほど前から、民間の保育園（現在は幼保連
携型認定こども園）で子育て支援担当の専任保育士（現
在は保育教諭）として勤めています。今はその活動の一
つとして、園に委託された行政主催で実施する年間５ク
ールのBP1プログラムを、私がファシリテーター(以下、
Faと表記)として園から派遣される形で担当させていた
だいています。
　さて、私の住む三木市は、神戸市の北隣に位置してお
り、昭和40年代半ばからニュータウン開発によって急
激に人口が増加、その後平成に入ってピークを迎えた後、
若者の市外流出や出生数の低下などによって減少の一途
をたどり、現在の人口は77,000人余りです。全国平均
を上回る高齢化率とともに、加速する出生率の低下で
（2018年度出生数411人）、小中学校の統合や小中一
貫教育の導入といった再編を進めざるを得ない地域です。
Faの人数さえ確保できれば、BP1を全対象者に向けて実
施することも不可能ではないのです。つまり、“全５回”
で“保育が必要”というBP2プログラムよりも、費用対効
果の高いBP1をさらに推進していくべきで、そのために
は、BP1についての理解者とFaを増やすことが最優先の
課題であると考えています。市内では他にFaがいないと
いう状況で年間５クールを担当する今、私自身としまし
てもBP2を実施する余裕はなく、その必要性をさほど強
く感じていませんでした。そんな私が、BP2を実施する
ことになったきっかけについて、ふり返ってみたいと思
います。

 

BP2が形になっていく楽しさ
　私は、2011年２月に初めてのBPプログラム（現在の
BP1）を実施してFa認定を受け、その後勤務する民間保
育園（当時）で定期的に年間３クールの実施を続けてい
ました。その後2016年に、第２子以降の赤ちゃんを持
つ母親のための新しいプログラムについて考える「新プ
ログラム検討会」が立ち上げられ、私もそのメンバーに
加えていただくことになりました。原田代表を中心とし

たその検討会では、メンバーが集まったりメールを介し
たりして協議を重ねていくのですが、一人ひとりの職業
が違えば意見も多様、視点の異なるみなさんの話をうか
がうことは私にとって刺激的であり、そしてまた、少し
ずつ新プログラムが形になっていく過程は、とてもワク
ワクするものでした。検討会のメンバーが皆、この新し
いプログラムの誕生によって笑顔になれる母親たちがさ
らに増えることを確信する日々でした。その交わりの中
で、BP2への理解がさらなるBP1への理解を深めるもの
と考えるようになり、私も2019年９月、第２期養成講
座を申し込みました。

実施したくなったBP2
　養成講座は、受講者みなさんの新プログラム実施に向
けての熱意と気迫を肌で感じる2日間でした。
　１日目は、BP2の目的、構造やアウトラインといった
総論について学び、Faとして自覚と責任を今一度心に刻
む時間となりました。すでに実施が決まっている方のお
話は、現実味を帯びていて感心することしきり。ぼんや
りしていてはいけないと焦りも感じつつ、普段はBPプ
ログラムについて一緒に語れる人がいない私にとって、
同じ目標に向かう仲間に出会えたことは何よりも喜びで
あり、エネルギー溢れるみなさんのお話をうかがうたび
に、私の中にも力がみなぎってくるような感覚でした。
　2日目は、Fa役になって模擬セッションの進行を担当
します。参加者役は全員BP1認定Faですから、こちらの
緊張たるや半端ではありません。ところがやってみると、
同志の温かさを感じて安心し、意外にも気持ちを落ち着
けて進めることができたことを憶えています。（模擬セ
ッション後の手厳しいご指摘さえも優しく感じました
…）また、参加者の立場を経験することで、母親の気持
ちを考える時間になったことも新鮮でした。
　そんなこんなで、養成講座の２日間を終える頃には、
私もBP2を実施したい気持ちへと変わっていました。

すぐに準備開始
　さて翌日出勤した私は、早速BP2実施の希望を申し出
ました。こども園主催といういきなりの要望に対して、
二つ返事で快く賛成してくれた理解ある園長に感謝しま
す。ただ困ったのが、赤ちゃんを連れて出かけるには寒
過ぎて感染症も流行る時期であるため、BP1実施を避け
ていた１～２月しか私のからだが空いていないこと、そ
して保育をつけるには準備期間が十分でなかったことで
した。けれども結果として、その余裕の無さが私自身の
初動を急がせることになり、日程と会場はすぐに決定、
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そして保育の必要ない方を対象にすることで、募集を開
始する運びとなりました。実は、BP1対象者はいません
が、BP2対象の保護者は見つけやすいというのがこども
園です。今回は保育を付けられないため、たとえ対象者
であっても積極的に声をかけることはためらわれました
が、産後３か月までは上の子が園児として在籍できるの
で、園児保護者には保育の必要がないというのも有難い
ことでした。HPでの告知をご覧になっての申し込みも
あり、参加者は10人募集のところ８人でのスタートと
なりました。

計画表どおりにすすむ参加者の話
　初回セッションはBP1同様「新しい出会い」からです。
BP1で初めての赤ちゃんに不安を抱いていたのと同じよ
うに、上の子の育児に対しては初めてのことばかりの母
親たちです。初回セッションの一人一言で「みんな同じ
思いだった」「不安なのは私だけじゃなかった」という
発言で参加者の間に共感の輪が広がったとき、BP1と同
様にBP2も、まず一番に母親たちのその気持ちに寄り添
って支えるプログラムなのだということを実感しました。
　また、BPプログラム独自のツールである「ピエロバ
ランス」を、第３回「子どもの心の発達としつけ」では
子どもに、そして第５回「親としてよりよく生きる」で
は母親自身に焦点をあてて考えます。さらに第２回と第
４回のセッションでは、それぞれ「問題解決アプロー
チ」や「私のストレス」といったBP1には無かったもの
も取り上げます。どのセッションもシートに「書く」作
業が多いように感じられますが、それ以上におしゃべり
も盛んな参加者です。それぞれ参加者は、シート記入か
ら始まって、話し合い、DVD、話し合い、テキスト、話
し合い…という過程を経て、次第に理解が深まっていく
ようでした。また、Faの進行がなくてもセッション計画
の通りに、参加者たち自身で話し合いのテーマについて
踏み込んで考えていく場面もあり、母親たちの積極的に
学ぼうとする姿勢やグループディスカッションの力に感
心したこともありました。

BP1とBP2の母親のちがい
　けれども上の子がいるBP2ならではの状況も生まれま
した。参加する当事者ではない上の子の病気や都合での
欠席があります。また、時間に余裕をもって来られる方
が多いBP1に比べ、BP2は多くの方が開始間際にバタバ
タと到着されます。（結局、開始時刻に全員が揃ってい
るという日は一度もありませんでした。）複数子どもが
いることの慌ただしさに共感する一方で、参加者同士お
互いを尊重する大切さを伝えるためにも、まずはFaが時
間を守ることを大切にしました。ちなみに、セッション
終了後は毎回あっさりとしたもので、保育はつけていま
せんでしたが、短時間のうちに全員が退室されていまし
た。しゃべるときはしゃべる、終われば帰る…切り替え
が上手くできるのも母親としての成長かも知れません。
そして「成長」といえば、ママ友と話すということが初

めてではないBP2の母親たちは、初対面であってもよく
話をされるし、赤ちゃんの扱いも慣れておられるので、
最初の緊張感が解けるのに時間はかかりません。そして、
セッション中のテキスト活用率が高い事にも正直驚きま
した。個々の問題意識がはっきりしている表れでしょう
か、参加者がテキストをじっと見るのは、BP1ではせい
ぜいこちらが促した時ぐらいですが、BP2では交流タイ
ムにしゃべっている間にも自主的に開いているという、
Faにとってはちょっとうれしい光景でした。おかげで全
５回のセッション中にテキストを１冊丸ごと網羅できた
ような気がします。そのために有効だったのが、セッシ
ョン計画にもあるように、参加者が個々に自由に読める
ように設定された時間でした。上の子の困りごとは多様
ですから、短い時間であっても自分の関心のある箇所を
選んで読むことが、意義あることと感じていただけたよ
うでした。
　さらに、「日々上の子に振り回されているので、この
２時間がこの子（赤ちゃん）との唯一の時間なんです」
とおっしゃっていた方も“気がつけば自宅でも赤ちゃん
との時間が増えていた”ことは、嬉しい気づきでした。
セッションの中で話す内容は「上の子のこと」であって
も、BP2ではふれあいタイムがあって、そして赤ちゃん
と一緒に過ごすことも楽しい２時間になっているから…、
他のプログラムにはない大切なメッセージが母親たちに
ちゃんと届いていました。そして、「どのような子ども
に成長してほしいのかを考えるきっかけになった」「話
したことで頭の整理や気持ちの切り替えができた」「肩
の力を抜いて、周りにも頼って、笑顔で接していきた
い」等、プログラム終了後のアンケートには、母親たち
の前向きな声が寄せられました。

その時々の母親を支えるプログラム２つ
　最初に申し上げた通り三木市ではBP1を推進していく
計画ですが、今回初めてBP2を実施してみて、私はその
必要性も大いに感じました。BP1の時にはさほど困り感
の無かった母親でも、BP2の頃には状況が変わっている
かも知れません。そして子どもの成長とともに、その気
がかりは複雑になっているはずです。そんな時、子育て
仲間ができて、少し先を見通した子育て知識を得られて、
親子の絆をもっと深めていける場が、もう一度あるとし

たら、すでに
BP1を受けた
人も、そうで
ない人にとっ
ても、それは
すごくラッキ
ーなことです。
三木市にもそ

んな支援が定着すれば、どんなに子育てしやすい街にな
るだろうと心から思います。子育て支援の現場から生ま
れたこの２つのプログラムが、その時々の母親たちを支
え、勇気づけていきますように。
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